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深
田
久
弥
と
百
名
山

西
軽
海
町
　
　

山
　
　
　
勝
　
三

奨

励

賞

　
日
本
百
名
山
と
は

　

世
は
ま
さ
に
「
日
本
百
名
山
」
ブ
ー
ム
。
折
か
ら
の
健
康
志
向
ブ
ー
ム
も

相
ま
っ
て
、
中
高
年
を
中
心
に
夏
山
シ
ー
ズ
ン
中
の
各
地
の
日
本
百
名
山
周

辺
は
、
中
高
年
の
登
山
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
『
日
本
百
名
山
』
は
、地
元
、加
賀
市
出
身
の
作
家
、

深
田
久
弥
の
著
し
た
山
岳
随
筆
集
で
あ
る
。
初
刊
は
昭
和
三
十
九
年
七
月
に

新
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
第
十
六
回
読
売
文
学
賞
（
評
論
・
伝
記
）
を
受
賞

し
た
。

　

本
著
は
深
田
が
、
実
際
に
登
頂
し
た
日
本
の
各
地
の
山
か
ら
自
身
が
定
め

た
基
準
で
、
百
座
を
選
び
主
題
と
し
た
随
筆
集
で
、
日
本
の
名
峰
各
座
が
一

座
ご
と
二
千
字
程
度
に
巧
み
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
山
の
地
誌
、
歴
史
、

文
化
史
、
文
学
史
、
山
容
に
関
す
る
研
究
書
で
あ
り
、
山
格
を
論
じ
た
も
の

で
あ
り
、
登
頂
に
い
た
る
過
程
の
随
想
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
紀
行
文
集
と

は
異
な
る
。

　

受
賞
時
の
読
売
文
学
賞
選
定
委
員
で
、
東
大
時
代
の
学
友
と
し
て
深
田
に

誘
わ
れ
、
数
多
く
の
山
行
を
共
に
経
験
し
た
日
本
の
評
論
家
の
第
一
人
者
、

小
林
秀
雄
は
、
そ
の
推
薦
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
評
論
の
部
で
は
私
は
深
田
久
弥
氏
の
『
日
本
百
名
山
』
を
推
し
た
。
こ

れ
は
近
ご
ろ
最
も
独
特
な
批
評
文
学
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
批
評
の
対
象

が
山
で
あ
る
と
い
う
点
が
、
た
い
へ
ん
お
も
し
ろ
い
の
で
あ
る
。
著
者
は
、

山
を
人
間
と
み
な
し
て
書
い
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
の
だ
が
、
山
が
人
間
な

み
に
扱
え
る
よ
う
に
な
る
の
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
深
山
の
山
々
と
実
地
に
つ
き

合
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。
著
者
は
、
人
に
人
格
が
あ
る
よ

う
に
、
山
に
は
山
格
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
山
格
に
つ
い
て
一
応
自
信
あ

る
批
評
的
言
辞
を
得
る
の
に
、
著
者
は
五
十
年
の
経
験
を
要
し
た
。
文
章
の

秀
逸
は
、
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
。
私
に
山
の
美
し
さ
を
教
え
た
の
は
著
者
で

あ
っ
た
。
二
人
で
谷
川
岳
に
登
っ
た
の
は
昭
和
八
年
で
あ
っ
た
。
憶
え
ば
古

い
話
だ
が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
著
者
の
仕
事
は
、
も
う
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ

評

論

評

論
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る
。
自
分
の
推
薦
に
対
し
ほ
と
ん
ど
全
委
員
の
賛
同
を
得
て
、
わ
が
事
の
よ

う
に
嬉
し
か
っ
た
事
を
、
憚
り
な
が
ら
付
記
し
て
置
き
た
い
」

　
　
　
　

＝
読
売
新
聞
掲
載
、
昭
和
四
十
年
二
月
二
日
付
《
原
文
》
＝

　
深
田
久
弥
の
日
本
百
名
山
選
定
基
準

　

深
田
は
日
本
百
名
山
の
選
定
基
準
と
し
て
、
日
本
の
多
く
の
山
を
踏
破
し

た
経
験
か
ら
、「
山
格
・
歴
史
・
個
性
」
を
兼
ね
備
え
、
か
つ
原
則
と
し
て

標
高
千
五
百
㍍
以
上
の
山
と
い
う
基
準
を
設
け
た
。

　
①
山
の
品
格

　

人
に
は
人
格
が
あ
る
よ
う
に
、
山
に
は
『
山
格
』
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

と
し
、
誰
が
見
て
も
立
派
な
山
だ
と
感
嘆
す
る
こ
と
を
、
第
一
の
基
準
と
し

た
。

　
②
山
の
歴
史

　
昔
か
ら
人
間
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
崇
拝
さ
れ
山
頂
に
祠
が
祀
ら
れ
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
山
の
歴
史
を
尊
重
し
、
第
二
の
基
準
と
し
た
。

　
③
個
性
の
あ
る
山

　

芸
術
作
品
と
同
様
に
、
山
容
・
現
象
・
伝
統
な
ど
他
に
は
無
い
よ
う
な
顕

著
な
個
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
、
第
三
の
基
準
と
し
た
。

　
『
日
本
百
名
山
』
著
作
の
背
景

　

深
田
は
戦
前
に
は
、
日
本
の
め
ぼ
し
い
山
に
ほ
と
ん
ど
登
っ
て
お
り
、
そ

の
中
か
ら
百
名
山
を
選
ぶ
と
い
う
構
想
を
持
っ
て
い
た
。
全
国
八
十
八
座
の

山
を
書
写
し
た
江
戸
後
期
の
風
景
画
家
、
谷
文
晁
の
「
日
本
名
山
図
会
」
を

念
頭
に
置
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

　

昭
和
三
十
四
年
三
月
か
ら
、
朋
文
堂
の
登
山
誌
『
山
と
高
原
』
で
毎
月
二

座
の
日
本
百
名
山
の
連
載
が
始
ま
っ
た
。
山
の
地
誌
・
歴
史
、
文
化
史
、
文

学
史
、
山
容
、
自
身
の
登
頂
記
な
ど
を
二
千
字
程
度
に
簡
潔
に
ま
と
め
、

五
十
回
連
続
し
て
昭
和
三
十
八
年
四
月
号
ま
で
連
続
し
て
書
き
継
が
れ
た
。

　

連
載
は
登
山
の
愛
好
者
か
ら
好
評
を
得
て
、
一
年
余
り
の
推
敲
が
重
ね
ら

れ
、
地
図
と
写
真
が
追
加
さ
れ
て
、
昭
和
三
十
九
年
に
新
潮
社
か
ら
『
日
本

百
名
山
』
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
出
版
後
、
登
山
愛
好
者
だ
け
で
な
く
一
般

読
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
、
版
を
重
ね
た
。

　

深
田
は
『
日
本
百
名
山
』
の
出
版
後
も
相
変
わ
ら
ず
山
に
登
り
続
け
て
、

新
た
に
百
名
山
に
入
れ
た
い
と
思
う
い
く
つ
か
の
山
を
知
っ
た
。
昭
和

四
十
六
年
に
出
版
さ
れ
た
山
岳
紀
行
エ
ッ
セ
イ
集
『
山
頂
の
憩
い
─
日
本
百

名
山
そ
の
後
』
で
は
、
そ
の
対
象
と
し
て
二
十
座
程
が
紹
介
さ
れ
た
。
し
か

し
、
初
版
本
の
出
版
後
に
百
座
の
差
し
替
え
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
山
梨
県
の
茅
が
岳
に
登
山
中
、
脳
卒
中
で
急
逝

し
た
。

　
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム

　
『
日
本
百
名
山
』
は
紀
行
文
集
で
も
案
内
書
で
も
ま
し
て
登
山
入
門
書
で

も
な
い
が
、
こ
の
本
を
通
じ
て
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
日
本
の
山
々
の
魅

力
を
知
り
、
自
分
も
こ
れ
ら
の
山
に
登
っ
て
み
よ
う
と
い
う
人
た
ち
に
よ
っ

て
「
日
本
百
名
山
ブ
ー
ム
」
が
起
き
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
百
座
の
う

ち
自
分
が
い
く
つ
登
っ
た
か
増
え
て
い
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
読
者
も

多
い
。

　

平
成
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、『
日
本
百
名

山
』が
映
像
と
深
田
の
文
章
の
朗
読
を
交
え
て
全
山
が
紹
介
さ
れ
た
。ま
た
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
引
き
続
き
平
成
七
年
に
趣
味
百
科
『
中
高
年
の
た
め
の
登
山
学
』

が
、
平
成
九
年
に
そ
の
続
編
と
し
て
、
趣
味
悠
々
『
中
高
年
の
た
め
の
登
山

入
門
～
日
本
百
名
山
を
め
ざ
す
』が
放
映
さ
れ
、中
高
年
登
山
者
を
中
心
に
、

さ
ら
に
ブ
ー
ム
を
拡
大
す
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
百
名
山
ブ
ー
ム
を
受
け
、
平
成
十
四
年
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ

レ
ビ
番
組
『
に
っ
ぽ
ん
百
名
山
』
で
、
日
本
百
名
山
の
登
山
を
主
題
と
す
る

紀
行
番
組
が
放
映
さ
れ
、
そ
の
続
編
や
関
連
番
組
が
、
令
和
に
至
っ
た
現
在



 44 

ま
で
続
き
、
登
山
愛
好
者
だ
け
で
な
く
一
般
の
視
聴
者
か
ら
も
人
気
を
え
て

い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
日
本
百
名
山

　

深
田
は
「
自
分
の
選
定
の
試
み
は
、
旅
行
業
界
が
観
光
振
興
の
た
め
に
選

ん
だ
『
名
勝
百
選
』
の
よ
う
な
も
の
に
比
べ
れ
ば
正
確
だ
」
と
自
負
す
る
一

方
、
自
分
の
基
準
が
唯
一
の
妥
当
な
選
定
基
準
で
は
な
い
こ
と
も
認
め
て
い

た
。
重
版
が
続
い
た
新
潮
文
庫
版
の
『
日
本
百
名
山
』
で
は
解
説
者
の
串
田

孫
一
が
、「
読
者
が
自
分
で
百
名
山
を
選
定
す
る
際
の
た
た
き
台
と
し
て
使

え
る
こ
と
も
こ
の
本
の
魅
力
」
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
日
本
百
名
山
リ
ス
ト
と
筆
者
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
名
上
の
数
字
は
１
～
１
０
０
の
通
し
番
号
）

　
北
海
道
地
方

①
利
尻
山
（
１
７
１
８
ｍ
）
②
羅
臼
岳
（
１
６
６
１
ｍ
）
③
斜
里
岳
（
１
５
４
５

ｍ
）
④
阿
寒
岳
（
１
５
０
３
ｍ
）
⑤
大
雪
山
（
旭
岳
）（
２
２
９
０
ｍ
）

⑥
ト
ム
ラ
ウ
シ
（
２
１
４
１
ｍ
）
⑦
十
勝
岳
（
２
０
７
７
ｍ
）
⑧
幌
尻
岳

（
２
０
５
３
ｍ
）
⑨
羊
蹄
山
（
１
８
９
３
ｍ
）

　
【
深
田
】
北
海
道
で
は
九
座
を
選
定
し
た
。
他
に
ウ
ペ
ペ
サ
ン
ケ
山
、
ニ

ペ
ソ
ツ
山
、
石
狩
岳
、
ペ
テ
ガ
リ
岳
、
芦
別
岳
、
駒
ケ
岳
、
樽
前
山
な
ど
も

有
力
な
候
補
と
し
て
い
た
が
、
登
頂
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
除
外
し
た
。

　
【
評
】
北
の
大
地
の
山
々
は
そ
れ
だ
け
で
十
分
魅
力
的
だ
。
は
る
か
北
陸

か
ら
何
度
出
掛
け
た
こ
と
か
。
有
力
候
補
と
し
て
挙
げ
た
山
の
う
ち
石
狩

岳
、
芦
別
岳
、
駒
ケ
岳
、
樽
前
山
の
他
、
天
塩
岳
、
暑
寒
別
岳
な
ど
に
登
っ

た
が
、
選
定
さ
れ
た
九
座
に
勝
る
山
は
な
か
っ
た
。
あ
え
て
選
べ
ば
石
狩
岳

だ
が
代
わ
り
に
落
と
す
べ
き
山
が
見
当
た
ら
な
い
。

　
東
北
地
方

⑩
岩
木
山
（
１
６
２
５
ｍ
）
⑪
八
甲
田
山
（
１
５
８
５
ｍ
）
⑫
八
幡
平

（
１
６
１
４
ｍ
）
⑬
岩
手
山
（
２
０
４
１
ｍ
）
⑭
早
池
峰
山
（
１
９
１
４
ｍ
）

⑮
鳥
海
山
（
２
２
３
７
ｍ
）
⑯
月
山
（
１
９
８
０
ｍ
）
⑰
朝
日
岳
（
１
８
７
０

ｍ
）
⑱
蔵
王
山
（
１
８
４
１
ｍ
）
⑲
飯
豊
山
（
２
１
２
８
ｍ
）
⑳
吾
妻
山

（
２
０
３
５
ｍ
）
㉑
安
達
太
良
山
（
１
７
０
０
ｍ
）
㉒
磐
梯
山
（
１
８
１
６

ｍ
）
㉓
会
津
駒
ケ
岳
（
２
１
３
３
ｍ
）

　
【
深
田
】
東
北
地
方
で
は
十
四
座
を
選
定
し
、
秋
田
駒
ケ
岳
と
栗
駒
山
を

候
補
と
し
た
。
他
に
森
吉
山
、
姫
神
山
、
船
形
山
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　
【
評
】
候
補
と
な
っ
た
秋
田
駒
ケ
岳
と
栗
駒
山
は
ど
ち
ら
も
名
峰
で
、
深

田
は
選
定
に
迷
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。他
に
森
吉
山
、焼
石
岳
も
捨
て
が
た
い
。

選
定
十
四
座
の
う
ち
、
⑫
八
幡
平
は
散
策
す
る
に
素
晴
ら
し
い
高
原
だ
が
、

バ
ス
終
点
か
ら
ニ
十
分
程
度
で
登
頂
で
き
物
足
り
な
い
。
宮
城
県
代
表
と
し

て
深
田
が
候
補
と
し
た
栗
駒
山
と
差
替
え
た
い
。

　
上
信
越
地
方

㉔
那
須
岳
（
１
９
１
７
ｍ
）
㉕
越
後
駒
ケ
岳
（
２
０
０
３
ｍ
）
㉖
平
ヶ
岳

（
２
１
４
１
ｍ
）
㉗
巻
機
山
（
１
９
６
７
ｍ
）
㉘
燧
ヶ
岳
（
２
３
５
６
ｍ
）

㉙
至
仏
山
（
２
２
２
８
ｍ
）
㉚
谷
川
岳
（
１
９
７
７
ｍ
）
㉛
雨
飾
山
（
１
９
６
３

ｍ
）
㉜
苗
場
山
（
２
１
４
５
ｍ
）
㉝
妙
高
山
（
２
４
５
４
ｍ
）
㉞
火
打
山

（
２
４
６
２
ｍ
）
㉟
高
妻
山
（
２
３
５
３
ｍ
）

　
【
深
田
】
上
信
越
地
方
で
は
十
二
座
を
選
定
し
た
が
、
最
も
選
定
に
迷
っ

た
地
域
だ
っ
た
。
他
に
女
峰
山
、
仙
ノ
倉
山
、
黒
姫
山
、
飯
縄
山
、
守
門
岳
、

荒
沢
岳
、
白
砂
山
、
鳥
甲
山
、
岩
菅
山
な
ど
候
補
が
目
白
押
し
。

　
【
評
】
上
信
越
地
方
に
は
様
々
な
名
峰
が
目
白
押
し
で
、
深
田
も
選
定
に

迷
っ
た
事
だ
ろ
う
。
候
補
と
な
っ
た
九
座
に
は
す
べ
て
登
頂
し
た
が
、
女
峰

山
、
白
妙
山
、
鳥
甲
山
が
印
象
に
残
っ
た
。
選
定
十
二
座
の
う
ち
火
打
山
は

妙
高
山
域
の
一
部
で
あ
り
妙
高
山
に
統
一
し
て
、鳥
甲
山
と
入
れ
替
え
た
い
。

　
関
東
地
方

　

㊱
男
体
山
（
２
４
８
６
ｍ
）
㊲
日
光
白
根
山
（
２
５
７
８
ｍ
）
㊳
皇
海
山

（
２
１
４
４
ｍ
）
㊴
武
尊
山
（
２
１
５
８
ｍ
）
㊵
赤
城
山
（
１
８
２
８
ｍ
）
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㊶
草
津
白
根
山
（
２
１
７
１
ｍ
）
㊷
四
阿
山
（
２
３
５
４
ｍ
）
㊸
浅
間
山

（
２
５
６
８
ｍ
）
㊹
筑
波
山
（
８
７
７
ｍ
）

　
【
深
田
】
関
東
地
方
で
は
十
二
座
を
迷
い
な
く
選
定
し
た
。

　
【
評
】
こ
の
地
域
も
広
い
。
他
に
榛
名
山
、
妙
義
山
、
荒
船
山
、
武
甲
山

な
ど
に
登
っ
た
。
選
定
十
二
座
の
う
ち
、
草
津
白
根
山
は
観
光
地
化
し
過
ぎ

背
広
、
ス
カ
ー
ト
族
が
独
占
。
も
は
や
登
山
の
対
象
と
は
な
り
難
い
。
代
わ

り
に
標
高
に
不
満
が
あ
る
が
妙
義
山
を
入
れ
た
い
。
筑
波
山
は
百
名
山
中
、

最
も
低
く
千
米
に
満
た
な
い
が
、
関
東
の
住
ま
い
す
る
人
に
と
っ
て
、
広
大

な
関
東
平
野
の
彼
方
に
聳
え
る
そ
の
姿
は
守
護
神
の
よ
う
な
も
の
で
外
せ
な

い
。

　
北
ア
ル
プ
ス

㊺
白
馬
岳
（
２
９
３
２
ｍ
）
㊻
五
竜
岳
（
２
８
１
４
ｍ
）
㊼
鹿
島
槍
岳

（
２
８
８
９
ｍ
）
㊽
剱
岳
（
２
９
９
９
ｍ
）
㊾
立
山
（
３
０
１
５
ｍ
）
㊿
薬

師
岳
（
２
９
２
６
ｍ
）
51

黒
部
五
郎
岳
（
２
８
４
０
ｍ
）
52

水
晶
岳
（
２
９
８
６

ｍ
）
53

鷲
羽
岳
（
２
９
２
４
ｍ
）
54

槍
ヶ
岳
（
３
１
８
０
ｍ
）
55

穂
高
岳

（
３
１
９
０
ｍ
）
56

常
念
岳
（
２
８
５
７
ｍ
）
57

笠
ヶ
岳
（
２
８
９
８
ｍ
）

58

焼
岳
（
２
４
５
４
ｍ
）
59

乗
鞍
岳
（
３
０
２
６
ｍ
）
60

御
嶽
（
３
０
６
７
ｍ
）

　
【
深
田
】
乗
鞍
、
御
嶽
を
含
め
、
北
ア
ル
プ
ス
か
ら
十
六
座
を
選
定
し
た
。

他
に
霞
沢
岳
を
入
れ
た
か
っ
た
が
未
踏
の
た
め
断
念
し
た
。
雪
倉
岳
、
奥
大

日
岳
、
針
ノ
木
岳
、
蓮
華
岳
、
燕
岳
、
大
天
井
岳
、
有
明
山
、
餓
鬼
岳
、
毛

勝
山
も
候
補
と
し
た
が
落
選
さ
せ
た
。

　
【
評
】山
好
き
に
と
っ
て
憧
れ
の
北
ア
ル
プ
ス
。
筆
者
も
夜
行
列
車
に
乗
っ

て
目
的
の
駅
の
ベ
ン
チ
で
仮
眠
。
始
発
の
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
眠
い
目
を
こ
す

り
、
セ
ッ
セ
と
何
度
通
っ
た
こ
と
か
。
今
は
苦
し
く
も
楽
し
い
青
春
の
思
い

出
だ
。

　

深
田
が
候
補
と
し
た
山
に
は
す
べ
て
登
っ
た
が
、
選
定
十
六
座
に
勝
る
山

は
な
か
っ
た
。
深
田
の
時
代
、
登
山
路
が
無
く
断
念
し
た
と
い
わ
れ
る
霞
沢

岳
に
も
登
っ
た
。
景
観
の
素
晴
ら
し
い
山
だ
っ
た
が
、
入
れ
替
え
る
山
が
な

い
。

　
中
信
、
秩
父
、
富
士
周
辺

61

美
ヶ
原
（
２
０
３
４
ｍ
）
62

霧
ヶ
峰
（
１
９
２
５
ｍ
）
63

蓼
科
山
（
２
５
３
１

ｍ
）
64

八
ヶ
岳
（
２
８
９
９
ｍ
）
65

両
神
山
（
１
７
２
３
ｍ
）
66

雲
取
山

（
２
０
１
７
ｍ
）
67

甲
武
信
岳
（
２
４
７
５
ｍ
）
68

金
峰
山
（
２
５
９
９

ｍ
）
69

瑞
牆
山
（
２
２
３
０
ｍ
）
70

大
菩
薩
嶺
（
２
０
５
７
ｍ
）
71

丹
沢
山

（
１
６
７
３
ｍ
）
72

富
士
山
（
３
７
７
６
ｍ
）
73

天
城
山
（
１
４
０
６
ｍ
）

　
【
深
田
】
中
信
、
秩
父
、
富
士
周
辺
か
ら
十
三
座
を
選
定
し
た
。

　
【
評
】
選
定
し
た
十
三
座
の
う
ち
、
霧
ヶ
峰
、
美
ヶ
原
は
山
頂
近
く
を
観

光
道
路
が
走
り
、
登
山
の
対
象
と
し
て
は
物
足
り
な
い
。
特
に
美
ヶ
原
に
は

頂
上
に
ホ
テ
ル
が
あ
り
歩
か
な
く
て
も
登
れ
る
。
ど
ち
ら
か
と
入
れ
替
え
る

と
す
れ
ば
高
原
と
岩
場
が
ミ
ッ
ク
ス
し
た
乾
徳
山
を
選
ぶ
。
高
さ
も
申
し
分

な
い
し
、
富
士
の
展
望
台
と
し
て
も
す
ば
ら
し
い
山
だ
。
富
士
周
辺
に
も
三

ツ
峠
山
、
愛
鷹
山
、
御
正
体
山
な
ど
名
山
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
ス
ケ
ー
ル

が
小
さ
い
。

　
中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス

74

木
曽
駒
ケ
岳
（
２
９
５
６
ｍ
）
75

空
木
岳
（
２
８
６
４
ｍ
）
76

恵
那
山

（
２
１
９
１
ｍ
）
77

甲
斐
駒
ヶ
岳
（
２
９
６
７
ｍ
）
78

仙
丈
ケ
岳
（
３
０
３
３

ｍ
）
79

鳳
凰
山（
２
８
４
１
ｍ
）
80

北
岳（
３
１
９
３
ｍ
）
81

間
ノ
岳（
３
１
９
０

ｍ
）
82

塩
見
岳
（
３
０
４
７
ｍ
）
83

荒
川
岳
（
３
１
４
１
ｍ
）
84

赤
石
岳

（
３
１
２
１
ｍ
）
85

聖
岳
（
３
０
１
３
ｍ
）
86

光
岳
（
２
５
９
２
ｍ
）

　
【
深
田
】
中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス
か
ら
十
三
座
を
選
定
し
た
。
南

ア
ル
プ
ス
で
は
他
に
大
無
間
山
、
笊
ヶ
岳
、
七
面
山
な
ど
も
候
補
と
し
て
い

た
。

　
【
評
】
筆
者
が
一
番
好
き
な
山
域
は
南
ア
ル
プ
ス
。
北
ア
ル
プ
ス
の
よ
う

な
華
や
か
さ
は
な
い
が
、
静
か
で
じ
っ
く
り
し
た
登
山
が
楽
し
め
、
三
千
米

峰
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
の
は
壮
観
だ
。
選
定
さ
れ
た
十
三
座
の
う
ち
広
大
な
中

央
ア
ル
プ
ス
が
二
座
で
は
寂
し
い
。
南
駒
ケ
岳
か
越
百
山
を
追
加
し
た
い
が
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代
わ
り
に
落
と
す
べ
き
山
が
な
い
。
あ
え
て
挙
げ
れ
ば
恵
那
山
か
。
南
ア
ル

プ
ス
で
は
間
ノ
岳
を
ど
う
す
る
か
。
高
さ
は
堂
々
の
日
本
第
三
位
だ
が
北
岳

に
近
過
ぎ
、
ま
と
め
て
一
つ
に
す
る
と
い
う
手
も
あ
る
。
代
わ
り
に
落
選
し

た
唯
一
の
三
千
米
峰
、
農
鳥
岳
を
選
ぶ
か
。
深
田
が
候
補
と
し
た
三
座
の
う

ち
、
大
無
間
山
、
笊
ヶ
岳
は
山
が
深
過
ぎ
一
般
的
で
な
い
。
山
中
で
様
々
な

宗
教
体
験
が
出
来
る
信
仰
の
山
、
七
面
山
が
面
白
い
が
、
代
わ
り
に
落
と
す

べ
き
山
が
な
い
。

　
北
陸
、
関
西
地
方

87

白
山
（
２
７
０
２
ｍ
）
88

荒
島
岳
（
１
５
２
３
ｍ
）
89

伊
吹
山
（
１
３
７
７

ｍ
）
90

大
台
ヶ
原
（
１
６
９
５
ｍ
）
91

大
峰
山
（
１
９
１
５
ｍ
）

　
【
深
田
】
北
陸
、
関
西
地
方
か
ら
六
座
を
選
定
し
た
。
北
陸
地
方
で
は
、

笈
ヶ
岳
と
大
笠
山
を
い
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
が
、
登
頂
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
除
外
し
た
。
自
身
の
出
身
地
で
は
、
荒
島
岳
と
能
郷
白
山
か
ら
前
者

を
選
択
し
た
。
関
西
地
方
で
は
、
藤
原
岳
と
比
良
山
は
標
高
が
低
い
た
め
除

外
し
、
御
在
所
岳
は
山
頂
が
遊
園
地
化
し
世
俗
化
し
て
い
た
た
め
こ
れ
も
除

外
し
た
。

　
【
評
】
登
頂
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
白
山
山
系
の
笈
ヶ
岳
が
除
外

さ
れ
た
。
登
っ
て
見
る
と
素
晴
ら
し
い
山
だ
が
夏
道
が
無
い
の
が
致
命
的
。

限
ら
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
し
か
登
れ
な
い
。
大
笠
山
は
平
凡
。
地
元
の
荒
島
岳
は

深
田
も
語
っ
て
い
る
が
、
身
贔
屓
が
過
ぎ
る
。
ど
う
し
て
も
と
い
う
な
ら
能

郷
白
山
か
。
大
台
ヶ
原
は
奈
良
県
側
の
表
か
ら
バ
ス
や
車
で
簡
単
に
登
れ
、

観
光
地
化
し
て
い
る
が
、
裏
の
三
重
県
側
の
谷
は
見
事
な
ス
ケ
ー
ル
で
捨
て

が
た
い
。

　
中
国
、
四
国
、
九
州
地
方

92

大
山
（
１
７
２
９
ｍ
）
93

剱
山
（
１
９
５
５
ｍ
）
94

石
鎚
山
（
１
９
８
２

ｍ
）
95

九
重
山
（
１
７
９
１
ｍ
）
96

祖
母
山
（
１
７
５
６
ｍ
）
97

阿
蘇
山

（
１
５
９
２
ｍ
）
98

霧
島
山
（
１
７
０
０
ｍ
）
99

開
聞
岳
（
９
２
４
ｍ
）
100

宮
之
浦
岳
（
１
９
３
６
ｍ
）

　
【
深
田
】
中
国
、
四
国
、
九
州
か
ら
九
座
を
選
定
し
た
。

　

中
国
地
方
で
は
氷
ノ
山
を
次
の
候
補
と
し
て
い
た
が
、
鳥
取
県
の
大
山
一

座
の
み
の
選
定
に
至
っ
た
。
他
に
蒜
山
や
三
瓶
山
な
ど
な
だ
ら
か
な
山
が
多

く
物
足
り
な
か
っ
た
。
四
国
で
は
迷
う
こ
と
な
く
、
石
鎚
山
と
剣
山
を
選
定

し
た
。
九
州
で
は
由
布
岳
、
市
房
山
、
桜
島
も
候
補
と
な
っ
て
い
た
。

　
【
評
】
広
い
中
国
地
方
が
大
山
の
み
で
は
寂
し
い
。
し
か
し
、
氷
ノ
山
を

追
加
し
た
い
が
ス
ケ
ー
ル
が
余
り
に
小
さ
い
。
蒜
山
、
三
瓶
山
は
論
外
。
四

国
で
は
剱
、
石
鎚
の
二
横
綱
に
か
な
う
山
が
な
い
。
九
州
で
は
市
房
山
を
入

れ
た
い
が
代
わ
り
が
い
な
い
。
あ
え
て
候
補
を
挙
げ
れ
ば
背
の
低
い
開
聞
岳

だ
ろ
う
が
、
日
本
列
島
の
南
の
関
門
と
し
て
海
上
か
ら
ス
ッ
ク
と
立
ち
上

が
っ
た
凛
々
し
さ
は
捨
て
が
た
い
。
桜
島
は
登
る
山
で
は
な
く
、
薩
摩
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
麓
か
ら
眺
め
る
山
だ
。

　
筆
者
の
日
本
百
名
山

　

深
田
は
「
山
格
・
歴
史
・
個
性
」
を
兼
ね
備
え
、
か
つ
原
則
と
し
て
標
高

千
五
百
㍍
以
上
の
山
と
い
う
基
準
を
設
け
、
日
本
列
島
の
山
々
を
歩
き
、
登

り
、
彼
の
『
日
本
百
名
山
』
を
選
定
し
、
世
に
問
う
た
。

　

筆
者
は
深
田
が
選
定
し
た『
日
本
百
名
山
』を
隈
な
く
何
度
も
登
り
返
し
、

候
補
と
し
た
山
、
登
山
が
叶
わ
ず
断
念
し
た
山
も
ほ
と
ん
ど
登
っ
た
。
そ
の

結
果
、深
田
の
選
定
の
巧
み
さ
、完
璧
さ
、公
平
さ
に
は
脱
帽
す
る
し
か
な
い
。

　

深
田
が
「
日
本
百
名
山
」
を
選
ん
だ
後
、
日
本
山
岳
会
な
ど
が
後
追
い
の

形
で
「
日
本
二
百
名
山
」「
日
本
三
百
名
山
」
を
選
び
公
表
し
た
が
、
い
ず

れ
も
深
田
の
「
日
本
百
名
山
」
が
ト
ッ
プ
１
０
０
を
占
め
て
い
る
。

　

筆
者
は
中
学
時
代
に
登
頂
し
た
白
山
で
登
山
の
醍
醐
味
を
知
り
、
爾
来
、

八
十
歳
の
今
日
に
至
る
ま
で
七
十
年
近
く
、
春
夏
秋
冬
、
連
綿
と
し
て
日
本

列
島
の
山
々
に
登
り
続
け
て
来
た
。
こ
の
間
、
地
元
の
名
山
、
白
山
を
百
回

以
上
登
頂
し
た
の
を
始
め
、
深
田
の
選
定
し
た
日
本
百
名
山
は
全
山
、
コ
ー

ス
を
変
え
、
季
節
を
変
え
、
仲
間
を
変
え
、
当
然
の
こ
と
年
齢
も
必
然
的
に
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変
え
て
複
数
回
登
っ
て
来
た
。
他
の
日
本
の
山
々
も
そ
の
一
山
一
山
を
熟
知

し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
最
後
に
、
筆
者
は
串
田
孫
一
の
意
見
に
し
た
が
い
、
深
田
日
本
百

名
山
を
た
た
き
台
と
し
て
自
ら
の
日
本
百
名
山
選
定
を
試
み
た
。
そ
の
結
果

は
地
域
別
の
考
察
と
し
て
前
述
し
た
が
、
結
論
と
し
て
、
深
田
の
選
ん
だ
日

本
百
名
山
か
ら
次
の
山
々
を
当
選
、
落
選
さ
せ
、
筆
者
の
日
本
百
名
山
を
選

定
し
た
。
読
者
の
ご
意
見
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

当
選  

栗
駒
山
、
鳥
甲
山
、
農
鳥
岳
、
妙
義
山
、
乾
徳
山
、
能
郷
白
山
を
追
加
。

落
選  

八
幡
平
、火
打
山
、草
津
白
根
山
、美
ヶ
原
、間
ノ
岳
、荒
島
岳
を
削
除
。

　

深
田
の
終
焉
の
山
、
山
梨
県
の
茅
ヶ
岳
山
麓
に
造
ら
れ
た
深
田
記
念
公
園

に
は
彼
の
文
学
碑
が
あ
り
、
周
囲
の
山
々
を
背
に
次
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
。

　

百
の
頂
に
百
の
喜
び
あ
り


